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議 会

美浜町議会議長

﨑元 良栄

新年のご挨拶 New Year greetings

美浜町長

山口 治太郎行 政

観光資源と歴史的資源を整備･活用し、
住む人にも、訪れる人にも魅力的な
まちづくりに取り組みます

　

美
浜
町
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
新
し
い
年
を
お
健

や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
私
ど
も
の
議
会
活
動
に

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

美
浜
町
議
会
は
、
昨
年
3
月
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
議
員
5
名
を
新
た
に
迎
え
、

議
会
構
成
を
改
め
ま
し
た
。
新
体
制
の
も

と
、
議
会
や
議
員
と
し
て
の
活
動
を
充
実

さ
せ
、
更
な
る
資
質
の
向
上
に
向
け
、
努
力

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
議
会
で
は
、
美
浜
町
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
開
か
れ
た
議
会･

行
動
す
る

議
会
を
目
指
し
、
議
員
の
自
己
研
鑽
と

資
質
の
向
上
、公
正
性
と
透
明
性
の
確
保
、

議
会
活
動
を
支
え
る
体
制
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

昨
年
も
、町
内
6
会
場
に
お
い
て
、議
会

と
語
ろ
う
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な

ご
意
見
や
ご
要
望
は
、
各
議
員
が
受
け

止
め
、
議
会
で
の
政
策
提
言
に
生
か
し
、

町
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
、
皆
様
と
よ
り
良
い

意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
、
創
意
工
夫
し

な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
美
浜
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨

年
、
台
湾
新
北
市
石
門
区
と
の
姉
妹
都
市

提
携
30
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

記
念
す
べ
き
年
に
、
議
会
と
し
て
も
台
湾

へ
出
向
き
、
新
北
市
議
会
や
区
民
と
の

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
客
等
、
海
外
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
る
う
え
で
、
石
門
区
と
の
絆
は
大
変

重
要
な
も
の
で
す
。
今
後
も
、
町
の
発
展

の
た
め
、
議
会
と
し
て
も
こ
の
交
流
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は｢

福
井
し
あ
わ
せ
元
気

国
体･

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会｣

開
催
の

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。美
浜
町
は
、ボ
ー
ト
、

軟
式
野
球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
競
技
会
場

と
な
り
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
実

行
委
員
の
立
場
か
ら
、
開
催
に
向
け
た
協

議
や
運
営
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ボ
ー
ト
競
技
に
お
い
て
は
、福
井
県
勢
が
、

過
去
最
高
得
点
の
２
７
４
点
を
獲
得
し
、

天
皇
杯
5
連
覇
、
皇
后
杯
3
連
覇
達
成
と

い
う
、輝
か
し
い
結
果
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

｢

ボ
ー
ト
の
町
美
浜｣

と
し
て
大
変
誇
り

に
思
う
と
と
も
に
、
選
手
や
コ
ー
チ
、
監
督

の
皆
様
、
そ
し
て
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
等
、
大
会
に

関
わ
ら
れ
た
全
て
の
方
に
、
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

喜
ば
し
い
事
の
多
い
平
成
30
年
で
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
美
浜
町
は
、
人
口
減

少･

少
子
高
齢
化
に
伴
う
大
き
な
課
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
社

会
情
勢
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
美
浜
町

新
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
日
向
相
撲
甚
句
保
存

会
に
よ
る
相
撲
甚
句
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、町
で
は
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

松
原
産
業
団
地
に
企
業
を
誘
致
し
、
全
区

画
の
企
業
進
出
が
決
定
し
ま
し
た
。ま
た
、

美
浜
東｢

美う
ま

し
野｣

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、

現
在
22
区
画
が
契
約
済
み
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
と
販
売
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
で
は
、
げ
ん
げ
ん
運
動
に

｢

運
動
と
野
菜
摂
取
量
の
増
加｣

を
プ
ラ
ス

し
た｢

げ
ん
げ
ん
歩プ

ラ

ス

楽
寿｣

の
取
り
組
み

を
4
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
、
民
間

会
社
と
協
力
し
て
健
康
計
測
機
器
を
利
用

し
た
健
康
づ
く
り
や
健
康
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
に
関
し
て
は
、
3
月
に
地
域
福
祉

計
画
や
障
害
福
祉
に
関
す
る
計
画
、
介
護

に
関
す
る
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
、
更
な
る
福
祉

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
部
活
動
の
充
実
と

教
員
の
業
務
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
今
年
度

か
ら
新
た
に
中
学
校
に
部
活
動
指
導
員
を

配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
図
書
館

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

農
業･

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
種
苗
生
産

会
社
を
誘
致
し
、
今
後
も
水
田
園
芸
の
振
興

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
継
続
的

か
つ
安
定
的
な
漁
獲
量
の
確
保
を
図
る
た

め
、
日
向
定
置
網
漁
業
組
合･

丹
生
大
敷
網

組
合
の
定
置
網
の
改
修
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

美
浜
ブ
ラ
ン
ド
の
開
拓
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
伝
統
の
食
文
化
で
あ
る｢

美
浜
熟

成
魚｣｢

塩
熟
ぶ
り｣

の
商
標
を
取
得
し
、

明

民
間
企
業
2
社
と
商
標
の
使
用
許
諾
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
商
品
を
首

都
圏
の
居
酒
屋
や
百
貨
店
等
で
提
供
し
、

さ
ら
な
る
販
路
拡
大
を
図
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
三
方
五
湖
ゾ
ー

ン
に
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
や
遊

覧
船
事
業
再
開
に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
可
能
性
調
査
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。ま
た
、久
々
子
湖
の
近
く
に
整
備
し
た

美
浜
町
健
康
楽
膳
拠
点
施
設｢

こ
る
ぱ｣

は
、
国
体
期
間
中
の
1
ヶ
月
間
プ
レ
オ
ー
プ

ン
し
、
平
成
31
年
度
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
東
京
で
開
催
さ
れ

た｢

第
4
回
全
国
ふ
る
さ
と
甲
子
園｣

に

お
い
て
、
部
門
賞
の｢

ロ
ケ
し
た
い
ま
ち｣

1
位
に
美
浜
町
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
平
成
34
年
度
の
北
陸
新
幹
線

敦
賀
開
業
を
見
据
え
、美
浜
駅
周
辺
で
計
画

中
の
地
域
づ
く
り
拠
点
施
設(

道
の
駅)

の
整
備
と
併
せ
て
観
光
振
興･

産
業
振
興

を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

原
子
力
行
政
で
は
、
関
西
電
力
㈱
美
浜

発
電
所
1
、
2
号
機
が
廃
止
措
置
に
移
行

し
て
お
り
、
3
号
機
に
つ
い
て
は
、
安
全
性

向
上
対
策
工
事
が
平
成
32
年
1
月
の
完
了

予
定
に
向
け
、
順
調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
町
で
は
、
安
全
最
優
先
で
着
実
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
適
宜
確
認
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜

り
な
が
ら
町
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

の
魅
力
を
最
大
限
生
か
し
た
、
自
主
性･

自
立
性
の
あ
る
政
策
が
一
層
重
要
と
な

り
ま
す
。

　

わ
が
町
で
は
、
若
者
の
定
住
人
口
拡
大

と
雇
用
創
出
を
目
的
に
、
美
浜
東｢

美う
ま

し
野｣

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
分
譲
や
若
狭

美
浜
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
の
企
業
誘
致

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
、

進
捗
状
況
等
を
随
時
チ
ェ
ッ
ク
し
、
人
で

に
ぎ
わ
う
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
に
つ

い
て
は
、
3
号
機
の
運
転
期
間
延
長
や

1
、2
号
機
の
廃
炉
に
伴
う
経
済
低
迷
等
、

発
電
所
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
向
に
目

を
向
け
な
が
ら
、
安
全
性
の
追
及
に
一
層

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
町
民
の
代
弁
機
関
、

最
終
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
果
た
す
べ

き
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
積
極
的
に
取

り
組
み
、
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
、
地
域
の

魅
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
は
皆
様
で
す
。
皆
様
方
と
一
緒

に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な

町
政
の
課
題
解
決
に
向
け
て
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
町
議
会

に
対
し
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援･

ご
指
導
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
実
り
多

き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念

致
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
福
井
県
で
50
年
ぶ
り
の｢

福

井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体｣

と
初
の｢

障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会｣

が
開
催
さ
れ
、
本
町

で
は
国
体
の
正
式
種
目
で
あ
る
ボ
ー
ト
と

軟
式
野
球
、
障
ス
ポ
の
オ
ー
プ
ン
競
技
で

あ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

美
浜
町
出
身
者
が
多
く
出
場
し
た
ボ
ー
ト

競
技
で
は
、
福
井
県
代
表
チ
ー
ム
が
史
上

最
高
得
点
で
優
勝
し
、
天
皇
杯
5
連
覇
、

皇
后
杯
3
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

運
営
面
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
に
受
付･

案
内
や
、
町
内
産
品

を
使
用
し
た
料
理
の
ふ
る
ま
い
サ
ー
ビ
ス

等
を
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
各
集
落
や

町
内
の
小
中
学
校･

高
校
等
の
児
童･

生
徒

に
は
応
援
看
板
や
の
ぼ
り
の
制
作
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
大
会
は
成
功
裏
に
終
了
し

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
民
の

皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
多
く
の
事
業
で
30
年
の

大
き
な
節
目
を
迎
え
た
年
で
し
た
。

　

5
月
に
は
第
30
回
美
浜･

五
木
ひ
ろ
し

マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
、
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん
に

｢

え
え
と
こ
や
ろ
美
浜｣

と
揮き

ご
う毫

い
た
だ
い

た
記
念
碑
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

8
月
に
は
、
台
湾
新
北
市
石
門
区
と
の

姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
記
念
式
典
を
石
門

区
で
開
催
し
、
町
か
ら
は
、
美
浜
中
学
校

生
徒
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
町
民
の
方
等

１
０
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
10
月
に
は
、

東
京
美
浜
会
の
第
30
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

人が活躍し、地域がつながり、人が集える

にぎわいのあるまちづくりを目指して

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
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年男･年女の方々の

塩野 由貴 さん (菅浜)

　下 達男 さん (北田)大村 つや子 さん (宮代)

田辺 栞乃 さん (佐柿)松田 秀夫 さん (久保) 　村 峰士 さん (久々子)

護等の資格を生かして、高

齢者の方を楽しませ健康長

寿の手助けをしたいと

思っています。

　本町の｢亥
い

年｣生まれの方は全員で693人。

　その中から14人の方にご登場いただき、今年

の抱負等を自由に語っていただきました。

　皆さんは、どんな年にしたいですか？

い

今年の抱負

　犬との散歩を毎日続けなが

ら、畑での野菜作りやゲート

ボールを楽しみたいです。

講座を受けに行ったりしていま

す。今年も、老人会の行事等でき

る限り参加し、健康を保ち続け

たいと思います。

大野 蒼来 さん (中寺)

になるので、勉強に集中

したいです。また、陸上

でいい成績が残せるよう

田邉 愛結 さん (佐田)

勉 強 が 苦 手 な の で 、
努力して頑張りたいと
思っています。

　今年は、自分の好きなこ

とを見つけるため、さまざ

まなことにチャレンジした

いと思います。

山岡 芽保里 さん (金山)

　バレエのコンクールに

出られるよう、ストレッ

チを毎日続けて、先生の

アドバイスを生かして頑

張ります。

　習い事でやっている卓

球を、中学生になっても

部活に入って頑張りたい

です。

　昨年の陸上運動発表会

では、100m走で2位に

なったので、今年は1位に

なりたいです。

亥
年
に
起
こ
っ
た
主
な
出
来
事

(

１
９
０
０
年
〜)　

髙橋 宙空 さん (佐田)

を目標に頑張りました。
今 年 は 「 成 長 」 を 目 標
に、後輩の指導等で上司
に認めてもらえるよう
頑張ります。

元気な体があってこその

毎日なので、健康第一で

過ごしたいと思います。

今年は町内の他の地区の友

達も巻き込んで、それぞれの

活性化のためのイベントを

企画したいと思います。

今年も仕事を楽しみながら続

けるとともに、学生との関わ

りを通じて自分も勉強した

いと思います。

大西 一輝 さん (小倉)大同 秀憲 さん (木野)

　川 由香里 さん (早瀬)山野 正憲 さん (上野)

■
平
成
19
年(

２
０
０
７
年)

･

　 

防
犯
街
路
灯
の
整
備(

明
か
り
の

ま
ち
づ
く
り
事
業)

完
了

･

　 

町
内
の
9
保
育
所
を
4
保
育
園
に

再
編

･

　 

美
浜･

三
方･

上
中
商
工
会
が
合

併
し
、
わ
か
さ
東
商
工
会
が
発
足

･

　 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所

　勉強(特に算数)を頑張り

たいです。また、中学生に

なったら部活と勉強を両立

させたいと思っています。

に頑張りたいです。

　4月から中学生

　昨年は、社会人
1年目で「自立」

　現在、看護学校の

教師をしています。

　上野で毎週カフェ

をやっています。

　今後、必要になる

と思って取得した介

　今は、自転車で畑に

行ったり、なびあすの

■
明
治
44
年(

１
９
１
１
年)

･

　 

三
方
郡
教
育
会
編
『
三
方
郡
誌
』

が
発
行

■
大
正
12
年(

１
９
２
３
年)

･

　 

郡
制
廃
止
。
自
治
体
と
し
て
の

｢

郡｣

が
消
滅
す
る
。

･

　 

耳
川
発
電
所
が
帝
国
ガ
ス
力
電

灯
と
合
併

■
昭
和
10
年(

１
９
３
５
年)

･

　 

坂
尻･

菅
浜･

竹
波･

丹
生
の
各

魚
漁
組
合
が
合
併
し
、
山
東
村
漁

業
組
合
が
発
足

■
昭
和
22
年(

１
９
４
７
年)

･

　 

日
本
国
憲
法
施
行

■
昭
和
34
年(

１
９
５
９
年)

･

　 

弥
美
小
学
校
南
分
校(

後
の
新
庄

小
学
校)

校
舎
及
び
体
育
館
落
成

･

　 

山
東
保
育
所
開
設

■
昭
和
46
年(

１
９
７
１
年)

･

　 

美
方
高
校
が
、
第
53
回
全
国
高
等

学
校
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る

･

　 

小
浜
線
の
蒸
気
機
関
車
が
廃
止
さ

れ
、｢

お
別
れ
列
車｣
が
走
る

･

　 

美
浜
南
小
学
校
体
育
館
落
成

･

　 

菅
浜
保
育
所
落
成

■
昭
和
58
年(

１
９
８
３
年)

･

　 

早
瀬
保
育
所
落
成

■
平
成
7
年(

１
９
９
５
年)

･

　 

弥
美
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築

工
事
完
成

･

　 

美
浜
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
竣
工

･

　 

全
天
候
型
多
目
的
ド
ー
ム｢

ゆ
う

あ
い
ひ
ろ
ば｣

完
成
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ハートフル対話ハートフル対話ハートフル対話
町民の皆さんの声を生かした ｢まちづくり ｣へ

日　時 会　場 集　落 人　数

10月15日(月) きいぱす 菅浜･竹波･丹生 28人

10月16日(火) なびあす
河原市･南市･和田･木野･佐柿･麻生･中寺･宮代･小三ケ･

新庄･野口･佐野･上野･興道寺･雲谷･小倉･栄
55人

10月22日(月) あおなみ保育園 坂尻･山上･太田･佐田･北田･けやき台 54人

10月23日(火) 県立艇庫
早瀬･笹田･日向･気山･大薮･金山･久保･郷市･松原･久々子･

矢筈
44人

開
催
し
、町
民
１
８
１
人
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ト
フ
ル
対
話
は
、山
口
町
長
と
町
民

の
皆
さ
ん
が
、ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
で
、町
政
に
つ
い
て
一
層

の
ご
理
解
と
ご
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、各
会
場
で
伺
っ
た
ご
意
見
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
、平

成
11
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
と
美
浜

町
地
域
づ
く
り
拠
点
化
施
設(

道
の
駅)
の

整
備
状
況
、町
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら

の
ご
質
問
や
ご
意
見
に
対
し
て
、町
長
や
担

当
課
長
等
が
説
明
や
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、対
話
の
中
で
い
た
だ
い
た

ご
質
問
や
ご
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

月
15
日
か
ら
23
日
ま
で
、町
内
4
会

場
に
お
い
て
、ハ
ー
ト
フ
ル
対
話
を

10

　
　

観
光
協
会
で
は
、
通
訳
が
で
き
る
方

を
登
録
し
、
旅
館
や
民
宿
が
必
要
と
す
る

時
に
派
遣
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
町
内
在
住
の
台
湾
や
韓
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
等
に
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
更
に
範
囲
を
広
げ
、
英
語
を
教

え
て
い
た
先
生
の
活
用
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

答
　
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
進
め
て
い
る

が
、
外
国
人
が
訪
れ
た
時
に
、
受
け
入
れ

側
と
し
て
英
語
で
の
対
応
に
問
題
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

学
校
を
退
職
さ
れ
た
英
語
の
先
生
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
用
で
き
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

問 　
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

　
　

町
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
美
浜
町
立
地
適
正

化
計
画
を
現
に
策
定
中
で
あ
り
、
美
浜

駅
前
の
再
開
発
を
中
心
に
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
美
浜
駅
か
ら
役
場
周
辺

を
一
体
的
に
整
備
す
る
予
定
で
、
そ
の

地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
道
の
駅

の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

答
　
　

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
の
課
題
に

対
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
を

推
進
し
、
商
業
施
設
や
住
居
等
が
ま
と

ま
っ
て
立
地
す
る
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
お
い
て
、
道
の
駅
の
整
備

が
本
当
に
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

問 　
道
の
駅
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

80
％
削
減
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、電
源

成
の
中
で
化
石
燃
料
の
割
合
を
、２
０
３
０

年
の
目
標
56
％(

左
図
参
照)

か
ら
更
に

下
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
削
減
し
た
分
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
補
う
こ
と
は
、今
後
の
技
術
革
新

を
見
込
ん
で
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

答
　
　

｢

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、

原
子
力
を
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と

位
置
付
け
て
い
る
が
、依
存
度
を
可
能
な
限

り
低
減
し
て
い
く
と
の
方
針
の
も
と
で
、

今
後
、原
子
力
の
割
合
は
、あ
る
程
度
縮
小

さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う｣

と
説
明
さ
れ
ま
し
た

が
、今
後
の
町
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

問 　
原
子
力
に
つ
い
て

　
　

現
在
、
き
い
ぱ
す
で
は
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
方

法
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
今
後
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
き
い
ぱ
す
の

利
用
促
進
や
地
域
の
活
性
化
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

答
　
　

き
い
ぱ
す
に
は
、
子
ど
も
を
連
れ
て

よ
く
行
き
ま
す
が
、
年
間
パ
ス
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
と
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て

も
っ
と
行
き
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

問 　
き
い
ぱ
す
に
つ
い
て

↑エネルギー環境教育体験館きいぱす

↑再開発を計画している美浜駅前

　
　

久
々
子
湖
等
の
河
川
は
自
由
に
航
行

で
き
る
た
め
、
水
上
バ
イ
ク
の
規
制
が

で
き
ず
、
規
制
す
る
た
め
に
は
条
例
の

制
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
若
狭
町
と
と
も
に
県
に
対

し
て
条
例
制
定
の
要
望
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
騒
音
や
生
態
系
へ
の
影

響
、
ボ
ー
ト
競
技
へ
の
影
響
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
面
か
ら
県
と
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

答

　
　

夏
の
時
期
、
特
に
週
末
で
す
が
、

久
々
子
湖
上
を
走
る
水
上
バ
イ
ク
の
マ

ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立
ち
ま
す
。

　

最
も
心
配
な
の
は
、
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ

美
浜
中
学
校
ボ
ー
ト
部
の
生
徒
と
ス
ピ
ー

ド
が
出
て
い
る
水
上
バ
イ
ク
と
の
事
故
が

起
こ
る
こ
と
で
す
。

　

町
で
何
か
対
応
は
で
き
ま
せ
ん
か
？

問 　
久
々
子
湖
の
水
上
バ
イ
ク
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
町
政
に
対
す
る
町
民
の

皆
様
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
、｢

治
太

や
ん
Ｂ
Ｏ
Ｘ｣

や｢

治
太
や
ん
メ
ー
ル｣

等
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

･

町
役
場
1
階
町
民
プ
ラ
ザ

･

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

･

総
合
体
育
館

･

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
あ
と
ぴ
あ

･

東
部
診
療
所

･

丹
生
診
療
所

【
治
太
や
ん
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置
場
所
】

【
治
太
や
ん
メ
ー
ル
】

jitayan
@

to
w

n
.m

ih
am

a.fu
ku

i.jp

へ
の
メ
ー
ル
の
送
信
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
後
、技
術
革
新
に
よ
り
水
素
等
の
技
術

発
展
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、ま
ず
は
、原
子

力
発
電
所
を
再
稼
働
し
て
、二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
減
ら
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
、立
地
地
域
と
し
て
政
府
に
要
請
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、8
割
以
上
を
中
東
に
依
存
す
る

石
油
は
、政
情
も
あ
り
今
後
も
安
定
的
に

確
保
し
て
い
け
る
の
か
心
配
で
す
。

　

そ
の
た
め
、安
全
に
運
用
す
る
こ
と
を

前
提
に
、今
後
も
原
子
力
に
頼
ら
ざ
る
を

え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 2030年の電源構成目標

2030年度

(総発電電力量)
10,650億kWh程度

石油 
3%程度

石炭
26%程度

LNG
27%程度

原子力
22～20%程度

再エネ
22～24%程度

化
石
燃
料
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11
月
17
日
か
ら
18
日
に
、
み
は
ま
ナ
ビ
フ
ェ
ス

２
０
１
８
健
康
福
祉
部
門
を
、
は
あ
と
ぴ
あ
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
足
裏
バ
ラ
ン
ス
や
足
指
力
等
の
各

種
測
定
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
健
康
に
関
す
る
展
示

等
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
体
験
し
な
が
ら
1
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ハートフルウォーク
　

17
日
に
は
、
は
あ
と
ぴ
あ
か
ら
若
狭
国
吉
城
歴
史
資

料
館
ま
で
の
往
復
6
㎞
の
コ
ー
ス
で｢

ハ
ー
ト
フ
ル

ウ
ォ
ー
ク
～
幕
末
明
治
丹
後
街
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー

ク
～｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、｢

幕
末
明
治
福
井
１
５
０
年
博｣

関
連

イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
歴
史
文
化
館
と
若
狭
国
吉

城
歴
史
資
料
館
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
長
か
ら
幕
末

明
治
に
関
連
す
る
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
約
80
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ペ
ー
ス
で

コ
ー
ス
を
歩
き
、
は
あ
と
ぴ
あ
へ
戻
る
と
食
生
活
改
善

推
進
員
に
よ
る｢

げ
ん
げ
ん
さ
つ
ま
汁｣

で
疲
れ
を
癒

し
ま
し
た
。

①  山中雄大氏(理学療法士)によるフレイル(虚弱)
予防ミニ講座

② 劇団にじいろによる寸劇『黄門様、認知症予防
は大切!?』

③館内の展示コーナーで、げんげん歩
プ ラ ス

楽寿を周知
④幼児による｢はいはい･かけっこレース｣

所得税の確定申告と住民税申告は、
2月18日(月)から3月15日(金)まで

■ お問い合わせ先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の｢

確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー｣

で
は
、
画
面

の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ

ば
税
額
等
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
、

贈
与
税
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書

等
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
等
を
作
成
し
た
後
は
、同
コ
ー

ナ
ー
か
ら
そ
の
ま
ま｢

e
︲
T
a
x｣

を

利
用
し
て
税
務
署
に
送
信
で
き
る
ほ
か
、

自
宅
の
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
し
て
郵
送
等
で

税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
所
得
税
の
確
定
申
告

に
つ
い
て

●
会
場　

敦
賀
税
務
署　

4
階

(

敦
賀
市
鉄
輪
町
1
︲
7
︲
3)　

｢

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー｣

、

｢

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー｣

を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー｣

で
は
、
税
に
関
す
る
身
近

な
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

■
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

■
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

　

平
成
30
年
分
の
確
定
申
告
書
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書

類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要

で
す
。

(

本
人
確
認
書
類
の
例)

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
等

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

※ 

会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
、午
後
4
時
前
で
あ
っ

て
も
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

h
ttp://w

w
w
.n

ta.go.jp/taxes/sh
iraberu/

taxan
sw

er/in
d
ex2

.h
tm

　

国
税
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
詳

し
い
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp

://w
w

w
.n

ta.go
.jp

)

の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ｢

社
会
保
障･

税
番
号
制
度︿
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
﹀｣

か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②所得税や相続税のしく

み等、国税に関する一般

的な質問･相談

　敦賀税務署の代表電話

(22‐1010)に電話し、

自動音声案内に従い『1』

を選択してください。

　敦賀税務署の代表電話

(22‐1010)に電話し、

自動音声案内に従い『0』

を選択してください。

①確定申告に関する質

問･相談(1月17日(木)～

3月15日(金))

※ 

申
告
書
等
へ
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
は
、申
告

者
本
人
の
ほ
か
、控
除
対

象
配
偶
者
、扶
養
親
族
等

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
必

要
で
す
。

①24時間いつでも利用可能です。
②税務署に行く必要がありません。
③ 自動計算されるので、計算間違いがありません。
④ データを保存すれば、いつでも作業を再開できます。
⑤ 保存したデータは翌年以降も利用できます。

メリット

ネットなら便利!! 確定申告

検 索確定申告ぜひ、ご活用ください！

▼
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
こ
ち
ら

http://w
w
w
.nta.go.jp/m

/taxan
sw

er

▼
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
は
こ
ち
ら

●
時
間　

午
前
9
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で　

■
延
長
受
付
日

●
会
場

●
時
間

　

こ
れ
ま
で
、
集
落
セ
ン
タ
ー
や
地
区

公
民
館
等
で
も
住
民
税
申
告
を
受
け
付

け
て
い
ま
し
た
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
導
入
に
伴
う
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
等
の
観
点
か
ら
、
役
場
外
で
の

受
け
付
け
が
で
き
な
く
な
り
、
役
場

町
民
プ
ラ
ザ
の
み
の
受
け
付
け
と
な
り

ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
内
に
お
越
し
い
た
だ

く
こ
と
が
難
し
い
方
は
、
申
告
期
間

中
の
延
長
受
け
付
け
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

申
告
会
場
が
役
場
町
民
プ
ラ
ザ

1
か
所
に
な
り
ま
す

午
前
9
時
か
ら
11
時
ま
で

午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で　

役
場 
町
民
プ
ラ
ザ

※ 

午
後
7
時
30
分
ま
で
に
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

敦賀税務署　☎ 22‐1010
町税務課 ( 担当 ･ 武長 )

☎ 32‐6702　

●
時
間

午
後
5
時
30
分
か
ら
8
時
ま
で

●
日
程

2
月
21
日(

木)

3
月
1
日(

金)

、
5
日(

火)

※  

住
民
税
申
告
の
受
け
付
け
に
限
り
ま
す
。(

確
定

申
告
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん)

みはまナビフェス2018

↑ 若狭国吉城歴史資料館で水戸天狗党
に関する話を聞く参加者たち 

↑ ハートフルウォークの最後は、
へしこちゃんによるお出迎え

↑ 雨の中、元気よくはあとぴあを出発

健康福祉部門

①

③②

④

◎
住
民
税
申
告
に
つ
い
て


